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資金需給

オペ期日 共通担保(全店) △ 4,200 共通担保(全店) △ 600 共通担保(全店) △ 600

CP等買入 △ 100

オペスタート 共通担保(全店) +  2,800 共通担保(全店) +  100

短国買入 +  20,000

国債買入 +  12,500

（日本） ﾏﾈﾀﾘｰﾍﾞｰｽ（6月） 需給ギャップと潜在成長率 基調的なｲﾝﾌﾚ率を捕捉する 日銀支店長会議 国際収支（5月、1-3月）

日銀当座預金残高増減要因 ための指標 黒田日銀総裁挨拶 毎月勤労統計（5月）

業の物価見通し」の概要） （7月見込み） 地域経済報告 景気ｳｫｯﾁｬｰ調査（6月）

日本銀行が保有する国債の 対外対内証券売買（前週分）

銘柄別残高 景気動向指数（5月）

日本銀行による国庫短期 消費活動指数

証券の銘柄別買入額 コール市場残高（6月）

日銀営業毎旬報告

（6月30日現在）

（海外） 米　独立記念日のため休場 米　ﾆｭｰﾖｰｸ連銀総裁講演 米　貿易収支（5月） 米　ADP雇用統計 米　雇用統計

米　ISM非製造業景況指数 米　新規失業保険申請件数

（6月） （2日終了週）

米　FOMC議事録 欧　ECB議事要旨

（6月14-15日分）
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＜レポ＞＜レポ＞＜レポ＞＜レポ＞
足許GCは週初△0.08％～△0.09％での出合いから始まった。月末取引である30日受渡では、△0.10％台前半~半ばでの出合いも散発的に見られたが、最終的

には△0.10％近辺で多く取引された。7月入り後、1日受渡では△0.08％～△0.09％と週初同様の水準に戻った。週末には短国・国債買い入れオペが計3兆2450

億円オファーされ、△0.095％～△0.10％での出合いとなり越週した。

SC取引では、週末に10年債、5年債カレント近辺のbidが増加、10年343回債は△0.20％～△0.40％、5年128回債は△0.50％台の出合いも多く見られた。その他

には2年265回債、5年125・126・127回債、10年330・336・341・342回債、20年155・156回債、30年49・50回債などに引き合いが多く見られた。

＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞

今週の日銀当座預金残高は週初301兆円台から始まり、その後は国債・国庫短期証券買入オペ等の要因により増加

し、週末は304兆2,800億円となった。無担保コールON物は週を通して△0.08～△0.03％で取引された。四半期末越

えとなる6月30日は調達需要が弱まり、△0.08～△0.07％の出合いが多く見られた。加重平均金利は6月30日に

△0.064％まで低下したが、その他の日は△0.062～△0.058％で推移した。ターム物は6月末越えでは目立った動きは

見られず、7月スタートの1～2W物が△0.04～△0.03％で取引された。28日に実施された米ドル資金供給オペ（1W物、

6/30-7/8、0.87％）は、四半期末越えであることに加えて、先週末の英国国民投票の結果を受けドル資金の調達需要

が強まった結果、応札額が14億7,500万米ドルまで増加し、2014年末実施の同オペ（応札額15億2,800万米ドル）以来

の10億米ドル越えとなった。7月1日に公表された日銀短観では、大企業製造業の業況判断DIは前回（3月調査）と横

ばいの+3であった。一方、非製造業の同DIは前回から△3ポイントの+19であった。来週の予定は、国内では日銀支店

長会議（7日）、海外では6月開催分FOMC議事要旨（6日）、米雇用統計（8日）がある。

＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞
今週の入札発行額は約17,400億円で、期落ち額約25,600億円（金融機関・ABCP除く）を下回った。四半期末の有利子

負債削減により、継続発行を見送る動きが見られた。

a-1格相当銘柄の3M物入札発行レートは、0.0010％割れで推移した。

現先レートの中心は、-0.100％～0.000％程度で推移した。

＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞

23日に国庫短期証券3Ｍ第616回債の入札が行われたが、最高落札レートはそれぞれ△0.2224%（前回債△0.2517%）、平均落札レートは△0.2441%（同△0.2636%）

と前回債と比べて利回りは上昇した。セカンダリーは3Ｍで△0.265％近辺の地合いとなっている。6Ｍ、1Yは目立った出合は見られなかった。来週30日に3Mの入札が


